
作詞・作曲 蓮実 長

一 明治の 帝 畏 くも
みかどかしこ

御野立ありし愛宕山
おのだち あたご

ほまれは高久萬 代に
よろずよ

残るはここぞこの里ぞ

二 雲に聳ゆる那須の嶺
そび みね

麓 に続く山の幸
ふもと さち

蔵 めて盡きぬ宝 庫
おさ つ たからぐら

開くは誰ぞ我友よ

三 我は何をか那須の原

色々匂う八千草の
にお

己 が向き向き咲き出でて
おの い

世に美し実を結びなん
うま み むす

大正十三年十月三十一日制定




